
白ネギ栽培暦（管理スケジュール） ＪＡ福岡京築・京築普及指導センター
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管理ポイント

4月下旬～
5月上旬定植

８月 １月 ２月１２月３月

土寄せ管理の
イメージ

１０月

７月下旬定植

１１月

５月下旬定植

２月 ９月４月 ５月 ６月 ７月

気温３０℃以上で

は土寄せしない

収穫・調製

圃場準備 定植直後

網掛け部を

軽く削る
植溝の幅：15㎝程度

植溝の深さ：15㎝程度
溝底に活着のための

軟らかい土を5㎝確保

１．ほ場準備

・排水の良いほ場を選ぶ

・額縁排水溝を設置し、植溝につないでおく

＜施肥設計（土壌改良・基肥）＞

2．定植

１）定植苗の目安

・草丈15～20㎝、葉数2～2.5葉

２）定植作業

・定植直前には育苗培土にしっかりかん水を行う

・苗は垂直になるよう、ペーパーポットが土に隠れるように植える

・簡易移植機「ひっぱりくん」での定植は、砕土条件によっては手直しが必須

4．土寄せ

１）１回目 ：根の伸長を促すため

・ネギ株元に土が被らないように株元近くに土を寄せる（曲がりネギ防止）

２）２回目 ：根の伸長のため

・新しい葉から４，５枚目の葉の付け根まで土が被らないよう注意する

・気温が３０℃以上の時期には土寄せを行わない（軟腐病の助長抑制）

３）３回目 ：葉鞘の伸長のため

・第３葉の基部（首元）まで土寄せする

4）４回目 ：葉鞘の軟白のため

・第３葉の基部（首元）まで十分に土寄せする

※苗箱１箱で14m定植可

＜施肥設計（追肥）＞ ※追肥は生育に応じて施用

３葉目の付け根の下まで

土寄せする

収穫直前

べと病

葉枯病

軟腐病

ハモグリバエ類

成虫の刺し傷 幼虫の食害痕 葉の白化

①

② ③ ④

①

①

３．除草 ＜定植後20～30日頃＞

・細かい雑草が生え始める時期

・雑草を削り取るように管理機等で浅く耕耘する

② ③ ④

② ③ ④

収穫・調製

収穫・調製

①

①

①

②

②

③

③

②

④

④

③

⑤

⑤

④

土寄せ①（削り込み） 土寄せ② 土寄せ③ 土寄せ④

培土はＭ字型にし、

株元に土を寄せすぎない

新葉から４，５葉目の付け

根までは土をかけない
首元まで

埋める

軟白長は

30㎝以上

※市場出荷

播種 定植 土寄せ

防除

＜要防除病害虫＞

防除時期 対象病害 対象害虫

４～６月
べと病
疫病

ハモグリバエ類
アザミウマ類

梅雨入り前 軟腐病

７月
ハモグリバエ類
アザミウマ類
ネギコガ

８，９月

ハモグリバエ類
アザミウマ類
ネギコガ
シロイチモジヨトウ

10,１１月
べと病
葉枯病

ベスト４４４（くみあい複合
燐加安４２号）
（14-14-14）

40

ようりん
（0-20-0）

40

施用量
（㎏/10a）

肥料名（N-P-K）施用時期

定植
１～２週間前

施用時期 資材名
施用量
（㎏/10a）

牛ふん堆肥 2,000

ミネGスーパー
または炭酸苦土石灰

100
定植1か月前

土寄せ
1

土寄せ
2

土寄せ
3

土寄せ
4

ベスト４４４（くみあい複合
燐加安４２号）
（14-14-14）

20 20 20 20

施用量（㎏/10a）

肥料名（N-P-K）


